
村民憲章 

◆ 心と体をきたえ、健康をほこれるまちにします。 

◆ 個性とうるおいにみちた、文化のまちにします。 

◆ 力をあわせいきいきと働き、活力にみちたまちにします。 

◆ 水とみどりを守り、くらしと自然の調和するまちにします。 

◆ ささえあう心を育て、あたたかくふれあうまちにします。 

主
な
内
容 

◆医療費控除を受けるには（2～3ページ）
◆村の介護保険の実態（4～5ページ）
◆男女共同参画たきざわ輝きプラン（案）の紹介（8～9ページ）
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医
療
費
控
除
っ
て
？

　
確
定
申
告
や
村
民
税
・
県
民
税
の
申
告
の
時
期
が
近
づ

く
と
、
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
や
お
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
き
ま
す
。
中
で
も
、
医
療
費
控
除
に
関
す
る

ご
質
問
や
ご
相
談
が
一
番
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
皆
さ

ん
が
申
告
さ
れ
る
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
す

　
申
告
さ
れ
る
方
や
申
告
さ
れ

る
方
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
、
そ
の
他
の
親
族
の
た
め
に

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
あ
る
場
合

は
、
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得

か
ら
差
し
引
く
こ
と
で
、
所
得

税
や
村
県
民
税
の
税
額
が
、
少

な
く
計
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

  

な
お「
医
療
費
控
除
を
受
け
る

と
支
払
っ
た
医
療
費
が
戻
っ
て

く
る
」と
勘
違
い
さ
れ
て
申
告
相

談
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
医
療
費
控
除
は
支

払
っ
た
医
療
費
が
戻
る
制
度
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
医
療
費
控
除
を
計
算
す
る
際

は
、
ま
ず
そ
の
年
に
支
払
っ
た

医
療
費
か
ら
保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
る
金
額
を
差
し
引
き

ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
十
万
円
を

差
し
引
い
た
金
額
が
、
医
療
費

控
除
の
金
額
で
す
。

　
た
だ
し
所
得
金
額
が
二
百
万

円
未
満
の
方
は
、
差
し
引
く
金

額
が
十
万
円
で
は
な
く
、
所
得

金
額
の
五
％
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
医
療
費
控
除
の
最
高
限

度
額
は
二
百
万
円
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
計
算
し
た
結
果
、
控
除
額
が

医療費控除の対象となる医療費の範囲 

右のものの対価のうち、その病状などに応じて
一般的に支出される水準を著しく超えない部分
の金額 
 
（注）介護保険制度の下で提供される一定のサ
ービスの対価のうち、医療費控除の対象になる
のは次のとおりです。 
①指定介護老人福祉施設サービスの対価（介護
費および食費）として支払った額の２分の１相
当額 
②一定の居宅サービスの自己負担額 

 
医師、歯科医師による診療や治療 
治療、療養のための医薬品の購入 
病院や診療所、介護老人保健施設、指
定介護老人福祉施設、助産所に収容さ
れるための人的役務の提供 
治療のためのあんま・マッサージ・指
圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師
などによる施術 
保健師や看護師、准看護師、特に依頼
した人による療養（在宅療養を含みま
す）上の世話 
助産師による出産の介助 

 
 
 
右のような費用で診療や治療などを受けるため
に直接必要なもの 

通院費用、入院の部屋代や食事代の費
用、医療用器具の購入代や賃借料の費
用で、通常必要なもの 
義手、義足、松葉づえ、義歯などの購
入の費用 
身体障害者福祉法、知的障害者福祉法
などの規定により都道府県や市町村に
納付する費用のうち、医師などの診療
費用など 

※６か月以上寝たきりの人のおむつ代で、その方を治療している医師が発行した「おむ
つ使用証明書」のあるものは医療費に含まれます。「証明書」とおむつ代の領収書は申
告書に添付するか、申告書を提出する際に提示する必要があります。 
※自家用車で通院する場合のガソリン代や駐車場の料金は医療費控除の対象にはなりま
せんのでご注意ください。 

医療費を高額払っていませんか？
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手
続
き
と
準
備
は

二
百
万
円
を
超
え
た
場
合
に

は
、
二
百
万
円
が
医
療
費
控
除

の
金
額
に
な
り
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る

医
療
費
は
、
右
下
の
表
の
通
り

で
す
。

　
医
療
費
を
補
て
ん
す
る

　
保
険
金
な
ど
っ
て
？

◎医療費控除の計算式
　（その年中に支払った医療費の総額）－（医療費を補てんする保険金等の金額）－10万円（所得金額が200万円未満の方は、
所得金額の５％の金額）＝医療費控除額（最高200万円）

　例えば、右の滝沢家のタロウ
さんの課税される所得金額（所
得金額－医療費控除を含めない
所得控除額）が300万円だと
し、滝沢家の医療費をすべてタ
ロウさんが払った場合、支払っ
た医療費総額が35万円、保険
金など補てんされた金額が20
万円のなので、医療費控除額は
5万円（35万円－20万円－10
万円）になります。
　この医療費控除を含めて計算
した所得税の金額は、医療費控
除を含めずに計算した所得税の
金額と比べると、4,000円少
ない金額になります。

　
医
療
費
控
除
を
計
算
す
る
際

は
、
最
初
に
そ
の
年
に
支
払
っ

た
医
療
費
か
ら
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を
差
し
引

き
ま
す
。

　
こ
の
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
と
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

◎
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

療
養
費
や
出
産
育
児
一
時
金
、

家
族
出
産
育
児
一
時
金
、
家
族

療
養
費
、
高
額
療
養
費
な
ど
。

◎
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険

契
約
に
基
づ
い
て
、
医
療
費
の

補
て
ん
を
目
的
と
し
て
支
払
い

を
受
け
る
、
医
療
保
険
金
や
入

院
費
給
付
金
、
傷
害
費
用
保
険

金
な
ど
。

◎
医
療
費
の
補
て
ん
を
目
的
と

し
て
支
払
い
を
受
け
る
損
害
賠

償
金
。

◎
任
意
の
互
助
組
織
か
ら
医
療

費
の
補
て
ん
を
目
的
と
し
て
支

払
い
を
受
け
る
給
付
金
。

　
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
差
し

引
き
計
算
は
、
補
て
ん
の
対
象

と
さ
れ
る
医
療
費
ご
と
に
行
い

ま
す
。
支
払
っ
た
医
療
費
の
金

額
を
上
回
る
部
分
の
補
て
ん
の

金
額
は
、
ほ
か
の
医
療
費
の
金

額
か
ら
は
差
し
引
き
ま
せ
ん
。

　
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
が
、
申
告
書
を
提
出
さ

れ
る
と
き
ま
で
に
確
定
し
て
い

な
い
場
合
は
、
そ
の
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
見
込
み
額
を
支

払
っ
た
医
療
費
か
ら
差
し
引
き

ま
す
。

　
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
確
定

額
が
見
込
み
額
と
異
な
っ
た
場

合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
医
療
費

控
除
を
訂
正
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
申
告
が
必
要
で
す
。
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
を
保

管
し
、
ご
自
分
で
支
払
っ
た
医

療
費
の
合
計
を
計
算
し
て
く
だ

さ
い
。

　
医
療
費
を
支
払
っ
た
日
ご
と

に
、
病
院
名
や
診
療
し
た
方
の

名
前
、
支
払
い
金
額
な
ど
を

ノ
ー
ト
に
記
載
し
て
お
く
と
、

後
で
計
算
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

　
申
告
の
際
は
、
ご
自
分
で
医

療
費
を
計
算
し
た
ノ
ー
ト
な
ど

と
一
緒
に
、
医
療
費
の
領
収
書

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
収
入
が
給
与
収
入
だ
け
で
、

こ
と
し
の
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
、
医

療
費
控
除
に
該
当
し
そ
う
な
方

は
、
平
成
十
六
年
分
の
源
泉
徴

収
票
を
会
社
か
ら
受
け
取
っ
た

後
、
税
務
署
で
確
定
申
告
す
れ

ば
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
場
合
、
十
七
年
一
月

か
ら
税
務
署
で
確
定
申
告
が
で

き
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
方
も
、
医
療
費

控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
同
じ

よ
う
に
ご
自
分
で
医
療
費
を
計

算
し
て
か
ら
、
申
告
書
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
会
計
部
住
民
税
課（
内
線

１
５
７
、
１
５
８
）

　
な
お
還
付
申
告
な
ど
の
所
得

税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

盛
岡
税
務
署（
1
６
２
２
―
６
１

４
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
来
月
の
広
報
で
、
今
回
お
知

ら
せ
し
た
内
容
を
よ
り
具
体
化

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１月５日 

支払日 病院名 

○○内科医院 
支払額（円） 補てん金額 支払額（円） 補てん金額 支払額（円） 補てん金額 

１月10日 ○○内科医院 
３月20日 □□歯科医院 
３月30日 □□歯科医院 
４月10日 □□歯科医院 
４月20日 □□歯科医院 
７月15日 △△外科医院 
７月18日 △△外科医院 
７月23日 △△外科医院 
10月２日 ○□小児科 
10月６日 ○□小児科 
11月7日 △○耳鼻咽喉科 
11月9日 △○耳鼻咽喉科 
12月５日 ○○内科医院 

滝沢タロウ 滝沢ハナコ 滝沢イチロウ 

2,000
2,000

300,000

2,000

2,000
2,000

310,000

200,000

24,000
2,000
2,000
2,000

2,500

200,000 30,000 10,000合　計 

3人家族の滝沢家の医療費控除用ノート（記載例） 

2,500
2,500
2,500
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村
は
、
保
険
者
と
し
て
介
護

保
険
特
別
会
計
を
設
け
、
皆
さ

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
保

険
料
を
主
な
財
源
と
し
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か
か
る

費
用
の
支
払
い
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、
三
年
ご
と
の

事
業
計
画
を
策
定
し
、
計
画
で

　
十
二
年
度
に
施
行
さ
れ
、
こ
と
し
で
五
年

目
を
迎
え
る
介
護
保
険
制
度
。
今
で
は
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
も
増
え
、
制
度
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
全
国
的
な
傾
向

と
し
て
、
事
業
計
画
を
は
る
か
に
上
回
り
、

介
護
の
必
要
な
方
が
増
え
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
増
加
に
伴
う
費
用
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
財
源
確
保（
保
険
料
を

含
め
）を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
国
で
は
、
今
後
も
介
護
保
険
制
度
を
持
続

で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
さ
ら
に「
量
」か

ら「
質
」へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
、
十
八
年
度

か
ら
の
制
度
改
正
に
向
け
て
、
議
論
は
最
終

段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
村
の
介
護
保
険
の
実
態
と
今
後

の
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
改
正
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

制
度
運
用
の
仕
組
み

定
め
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
に
基

づ
き
、
総
費
用
の
見
込
み
を
計

算
し
ま
す
。

　
総
費
用
の
見
込
み
か
ら
、
主

な
財
源
に
な
る
第
１
号
被
保
険

者（
六
十
五
歳
以
上
の
方
）の
三

年
間
の「
介
護
保
険
料
」を
決
定

し
ま
す
。
総
費
用
が
多
く
な
る

と
、
保
険
料
も
高
く
な
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
事
業
計
画
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
量
、
総
費
用
の
見

込
み
と
保
険
料
が
、
密
接
に
関

連
し
て
、
事
業
運
営
し
て
い
る

の
が
介
護
保
険
制
度
の
特
徴
で

す
。

 

村
の
介
護
制
度
の
現
状

　
認
定
者（
介
護
を
必
要
と
す
る

方
）は
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

十
二
年
か
ら
四
年
間
で
、
約

一
・
九
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
平
均
の
約
一
・
六
倍
、
全
国

平
均
の
約
一
・
七
倍
を
上
回
る

勢
い
で
、
介
護
を
必
要
と
す
る

方
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
要
支
援
、
要
介
護

１
の
介
護
度
の
軽
い
方
が
増
え

て
き
て
い
て
、
特
に
要
介
護
１

の
急
増
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
十
六
年
四
月
に
は
、
認
定
者

九
百
一
人
の
う
ち
、
要
支
援
が

0 6000 7000

12年４月 

13年４月 

14年４月 

15年４月 

16年４月 

高齢者人口 認定者数 

5,376

5,641

5,952

6,303

6,603

478

574

655

773

901

1000 800 600 400 200 0

要支援 要介護1要介護2要介護3

要介護4要介護5

グラフ１　高齢者（65歳以上）と認定者の推移 グラフ２　介護認定者の推移 

※参考 
12年4月末の総人口　50,249人　高齢化率10.7％ 
13年4月末の総人口　50,991人　高齢化率11.1％ 
14年4月末の総人口　51,611人　高齢化率11.5％ 
15年4月末の総人口　52,089人　高齢化率12.1％ 
16年4月末の総人口　52,345人　高齢化率12.6％ 

869879667277

73 78 86 114 159 64

79 83 100 115 201 77

79 95 118 138 246 97

128 114 122 113 310 114

（単位：人） 

新たな制度改正の時期に

きています
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百
十
四
人
、
要
介
護
１
が
三
百

十
人
で
、
こ
の
二
つ
で
認
定
者

の
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
。
認
定
者
が
増
え
る
こ
と

に
伴
い
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
も
増
加

し
、
十
五
年
度
に
は
十
二
年
度

の
約
一
・
六
倍（
金
額
に
す
る
と

四
億
三
千
三
百
六
十
万
円
増
）に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
初
に
策
定
し
た
十
二
年
度

か
ら
十
四
年
度
ま
で
の
第
一
期

事
業
計
画
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
量
が
、
計
画
数
値（
見
込
ん
で

い
た
総
費
用
）を
下
回
っ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
第
二
期
の
初
年
度
で

あ
る
十
五
年
度
は
、
計
画
数
値

を
超
え
て
し
ま
い
、
超
え
た
分

の
支
払
費
用
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
基
金（
支
払
準
備

の
た
め
の
積
立
金
）
を
取
り
崩

し
、
財
源
不
足
の
穴
埋
め
を
行

い
ま
し
た
が
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
月
中
に
は
、
国
の
制
度
改

革
の
骨
子
が
と
り
ま
と
め
ら
れ

る
見
込
み
で
す
。

 
制
度
改
正
に
向
け
て

こ
れ
を
受
け
て
、
村
で
も
第
三

期（
十
八
年
〜
二
十
年
）の
事
業

計
画
策
定
に
向
け
た
準
備
に
入

り
ま
す
。

　
来
年
六
月
に
は
、
十
八
年
四

月
施
行
の
介
護
保
険
改
正
法
案

が
成
立
す
る
見
込
み
で
、
十
七

年
度
中
に
第
三
期
の
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
同
時
に
第
三

期
目
の
第
１
号
の
保
険
料
の
見

直
し
も
行
い
ま
す
。

0 ２億 ４億 ６億 ８億 10億 12億 

12年度 750,402,000

13年度 949,550,000

14年度 1,025,754,000

15年度 1,184,003,000

グラフ３　介護サービス費の給付推移 

（単位：円） 

　
十
八
年
度
か
ら
、
新
し
い
介

護
保
険
制
度
の
運
用
が
開
始
さ

れ
る
予
定
で
、
国
で
は「
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
」の
導
入
も
検
討
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
村
は
、
こ
れ
に
先
駆
け
る
か

た
ち
で「
筋
力
ア
ッ
プ
事
業
」や

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
介
護
予
防
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
介
護
を
受
け
ず
に
元
気
で
過

ご
す
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

健
康
を
保
ち
、
制
度
を
利
用
し

な
い
で
済
む
こ
と
が
望
ま
し
い

姿
で
す
。

　
村
は
、
や
む
を
得
ず
介
護
が

必
要
に
な
る
方
の
た
め
に
、
今

後
も
適
切
な
制
度
運
用
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
部
　
介
護
保
険
課

（
内
線
１
３
３
〜
１
３
５
）

家族介護者教室のご案内
　最近増加している高齢者を狙う悪質・悪徳商法といわれる巧みな手口や遭
遇したときの対応などを学ぶことができます。ぜひご参加ください。
■日　時　　12月17日（金）　午後1時半～3時
■場　所　　北部在宅介護支援センター（村北部コミュニティセンター内）
■内　容　　県民生活センター講師による「悪質（徳）商法について」　
■問い合わせ　
　村基幹型在宅介護支援センター（1684－2247）、北部在宅介護支援セ
ンター（1688－3550）

65歳以上の 
方の保険料 
　　18％ 

介護保険の財源 

保険料 
50％ 

公　費 
50％ 

40歳以上 
65歳未満の 

方の保険料 
　　32％ 

都道府県 
の負担金 
12.5％ 

市区町村 
の負担金 
12.5％ 

国の負担金 
25％ 

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
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危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
栄
誉

瑞
宝
双
光
章

　
熊
谷
　
輝
男
さ
ん（
78
歳
）

鵜
飼
字
向
新
田
七
番
地
二
三
二

　
◎
鉄
道
業
務

　
　（
元
国
鉄
職
員
）

　盛岡鉄道学園教頭、陸中花輪駅長兼花
輪線駅連合区長を経て、昭和56年に盛岡
鉄道管理局総務部文書課長を務められ、
新採用職員や管理者の教育に尽力されま
した。

瑞
宝
双
光
章

　
太
田
　
俊
明
さ
ん（
61
歳
）

滝
沢
字
牧
野
林
一
〇
四
七
番
地
四
三

　
◎
防
衛

　
　（
元
１
等
陸
尉
）

　昭和40年に陸上自衛隊に入隊され、平
成９年に退職されるまで、教育隊教官、
第９戦車大隊第１係主任などを歴任さ
れ、被災地の救護復旧、隊員の育成に貢
献されました。

瑞
宝
単
光
章

　
伊
藤
　
仁
吉
さ
ん（
63
歳
）

滝
沢
字
大
崎
九
四
番
地
五

　
◎
地
方
自
治

　
　（
元
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　  

畜
産
研
究
所
主
任
技
能
員
）

　昭和32年に岩手県庁に入り、平成14年
に定年退職されるまで、畜舎施設管理や
乳牛などの飼養、また研究員を補佐しな
がら試験の円滑な推進に尽力され、岩手
県の畜産振興に寄与されました。

瑞
宝
単
光
章

　
熊
谷
　
節
郎
さ
ん（
61
歳
）

鵜
飼
字
狐
洞
一
番
地
一
二

　
◎
防
衛

　
　（
元
准
陸
尉
）

　昭和36年に陸上自衛隊に入隊され、平
成９年に退職されるまで、第９特科連隊
第３大隊本部管理中隊運用訓練陸曹とし
て、訓練計画を適切に作成し、円滑な隊
務運営に寄与されました。

瑞
宝
単
光
章

　
武
田
　
克
彦
さ
ん（
70
歳
）

大
釜
字
風
林
四
二
番
地
一
九
九

　
◎
矯
正
業
務

　
　（
元
盛
岡
少
年
院
専
門
官
）

　昭和36年に盛岡少年院の教官に就か
れ、その後盛岡少年院の専門官として、
職業訓練指導員の資格も取得し、長年に
わたり親身になって院生の指導に尽力さ
れました。

瑞
宝
単
光
章

　
佐
々
木
　
勇
男
さ
ん（
61
歳
）

滝
沢
字
穴
口
六
〇
番
地
九
三

　
◎
防
衛

　
　（
元
３
等
陸
尉
）

　昭和39年に陸上自衛隊に入隊され、平
成９年に退職されるまで、岩手県と北海
道で情報業務などに従事されました。全
日空機事故など救護復旧や民生の安定に
尽力されました。
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黄
綬
褒
章

　
武
山
　
照
愿
さ
ん（
66
歳
）

　
平
成
六
年
か
ら
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ベ
ー
カ
リ
ー
代
表
と
し
て
業

務
に
精
励
さ
れ
、
同
十
四
年
に

厚
生
労
働
省
卓
越
技
能
者「
現
代

の
名
工
」に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

卓
越
技
能
者
と
し
て
、
県
内
各

地
で
製
法
の
講
師
も
務
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

滝
沢
字
外
山
三
七
六
番
地
七

　
◎
業
務
精
励

　
　
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ベ
ー
カ

　
　   

リ
ー
代
表
）

秋の
褒章の栄誉

斉藤　綏子さん（68歳・元村南）

　滝沢村統計調査員として、さまざまな統計調査
に携わりました。国勢調査をはじめとして、事業
所・企業統計調査、工業統計調査など各種の統計
調査に尽力されました。

国
民
健
康
保
険
関
係

功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

高橋　牧之介さん（74歳・鵜飼南）

　滝沢村国保運営協議会委員（保険医代表）とし
て、国保事業の健全運営に尽力されました。保健
活動や疾病予防予防対策にも協力し、村民の健康
管理にも寄与されました。

吉田マサ子さんが法務大臣表彰受賞
更生保護に尽力

　吉田マサ子さん（76歳・元村南）が、保護司とし
ての長年功績が認められ、法務大臣から表彰され
ました。吉田さんは、明るい社会の実現に向け尽
力されるとともに、罪を犯した者の更生に多大な
る貢献をされました。

総
務
省
所
管
統
計

功
績
者
総
務
大
臣
表
彰

横江幸一さんがいわて農林水産業賞受賞
農業振興に尽力

　横江幸一さん（52歳・南一本木）が、家族の融和
とコミュニケーションを大切にした酪農経営とそ
の功績が認められ、いわて農林水産業賞を受賞し
ました。横江さんは、モデル的酪農経営者とし
て、地域のリーダーとしても活躍されています。
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国
や
岩
手
県
の
状
況
は

　
国
は
、
平
成
十
一
年
に「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」を
制
定

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
が
二
十
一
世
紀
の
最
重
要
課

題
と
し
て｢

仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
策｣

、「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保

護
に
関
す
る
法
律
」の
施
行
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
岩
手
県
で
も

十
四
年
に「
岩
手
県
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」が
制
定
さ
れ
、
県

　
村
は
昨
年
度
、
滝
沢
村
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
懇
話
会
と
滝
沢
村
男
女
共
同
参
画

計
画
策
定
検
討
委
員
会
を
設
け
ま
し
た
。
計
画
の
素
案
作
り
の
段
階
か
ら
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
計
画
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上

で
、
滝
沢
村
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
、
計
画
の
素
案
と
な
る「
男
女
共
同
参
画
た
き
ざ
わ
輝
き
プ
ラ
ン

（
案
）」が
で
き
ま
し
た
。
こ
の「
輝
き
プ
ラ
ン
」は
、
現
状
と
課
題
か
ら
施
策
の
方
向
性

を
求
め
、
村
の
取
り
組
み
を
示
し
、
そ
れ
に
対
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と
を

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
村
は
、
滝
沢
村
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
に
も
、
こ
の「
輝
き
プ

ラ
ン
」を
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
概
要
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

内
各
市
町
村
に
、
男
女
共
同
参

画
計
画
の
策
定
の
努
力
義
務
が

生
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
県
内
各

地
で
男
女
共
同
参
画
の
動
き
が

活
発
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
の
意
識
や
慣

習
・
し
き
た
り
、
行
動
の
中
に

は
「
男
だ
か
ら
」
と
か
「
女
だ
か

ら
」
と
い
う
性
の
違
い
に
よ
っ

て
、
お
互
い
の
生
き
方
や
選
択

の
幅
を
狭
め
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
未
来
を

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

基本目標１　意識づくり
　「互いに認め合い、心豊かに暮らす意識づくりをし
ましょう」
■個人・家庭での推進
○施策の方向
　①男女共同参画について学び意識づくりに努める
　②男性、女性、お互いを認め合い、家族の一員と
　して責任を果たす　
　③家庭における男女の慣行の見直し
【私たちができること】
　∇家庭では、お互いの個性を認め合い、家族の中
　での自分の役割を認識します。
　∇自分に適した研修、講座に積極的に参画してい
　きます。
※行政の主な取り組みとして、意識啓発セミナーや
男女共同参画フォーラムなど開催、温かい家庭づく
りのために「家庭の日」の設定などが挙げられます。

基本目標２　環境づくり
　「責任を分かち合い、積極的に能力を生かせる環境
づくりをしましょう」
■行政での推進
○施策の方向
　①審議会､各種委員等へ女性の登用を図る
　②男性、女性ともに生涯を通じて健康を保持でき
　るよう支援する
　③社会で男性、女性、それぞれが持つ能力を発揮
　できるよう努める
　④一時保育や乳児保育などの子育て支援を充実す
　る
【私たちができること】
　∇行政では、住民の健康を支援し、個々の自分育
　てができるよう支援します。
※行政の主な取り組みとして、女性のチャレンジ支
援などが挙げられます。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
男
女
が
共
に
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
自
分
の

意
志
で
社
会
、
文
化
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
発
揮

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現

す
れ
ば
、
女
性
も
男
性
も
社
会

に
参
画
す
る
こ
と
と
、
子
育
て

す
る
こ
と
の
両
立
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
活
力
に
満
ち
た
社

会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
家
庭
で
、
地
域
で
、
職
場

で
、
学
校
で
、
男
性
も
女
性
も

共
に
尊
重
し
合
い
、
協
力
し
合

え
る
心
豊
か
な
社
会
、
そ
れ
が

わ
た
し
た
ち
が
目
指
す「
男
女
共

同
参
画
社
会
」な
の
で
す
。

　
基
本
理
念
を「
自
分
ら
し
さ
を

大
切
に
し
て
思
い
や
り
の
あ
る

社
会
を
つ
く
ろ
う
」と
し
、
三
つ

の
基
本
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

◎
基
本
目
標
１「
意
識
づ
く
り
」

　「
互
い
に
認
め
合
い
、
心
豊
か

に
暮
ら
す
意
識
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
」

　
夫
婦
に
限
ら
ず
家
庭
、
地
域

な
ど
も
含
め
た
広
い
分
野
で
、

男
性
と
女
性
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て

い
る
性
の
特
徴
を
認
め
た
上

　
村
の
基
本
的
な
考
え
方
は

で
、
平
等
を
意
識
し
、
生
活
で

も
仕
事
で
も
男
女
が
互
い
に
自

立
し
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

◎
基
本
目
標
２「
環
境
づ
く
り
」

　「
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
積
極

的
に
能
力
を
生
か
せ
る
環
境
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
」

　
地
域
、
職
場
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
今
ま
で
の
固
定
観
念

を
見
直
し
、
一
歩
進
ん
で
社
会

活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

◎
基
本
目
標
３「
社
会
づ
く
り
」

　「
制
度
を
み
ん
な
で
学
び
、
誰

も
が
自
分
ら
し
さ
を
創
造
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
」

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
受
け
ら
れ

る
権
利
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

制
度
の
利
用
率
を
高
め
、
新
た

な
生
活
設
計
や
自
分
育
て
が
で

き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

理
し
、
計
画
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
具

体
的
な
行
動
を【
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
】と
し
て
表
現
し
た
こ
の

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
が
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
村
が
協
力
し
て

作
成
し
た
プ
ラ
ン
で
あ
る
と
の

認
識
に
た
ち
、
今
後
計
画
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
経
営
企
画
部
参
画
協
働
課（
内

線
３
２
２
）

　

　
村
は
、
十
七
年
度
か
ら
二
十

六
年
度
ま
で
の
十
年
間
計
画
を

実
行
し
ま
す
。

　
三
つ
の
基
本
目
標
に
対
し
て

の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点（
個
人
・
家

庭
で
の
推
進
、
地
域
社
会
で
の

推
進
、
職
場
で
の
推
進
、
行
政

で
の
推
進
）で
現
状
と
課
題
を
整

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
実
現
を
目
指
し

基本目標３　社会づくり
　「制度をみんなで学び、誰もが自分らしさを創造で
きる社会づくりをしましょう」
■職場・行政での推進
○施策の方向
　①制度に関する情報提供と啓発
　②制度をみんなで学び理解し実践していく
【私たちができること】
　∇住民と行政ともに制度を学び、活用していきま
　す。
※行政の主な取り組みとして、法律制度の周知及び
啓発と活用の促進、女性就業推進施策の周知と啓発
などが挙げられます。

男女共同参画社会というと、とても堅苦し男女共同参画社会というと、とても堅苦し
く聞こえますが、男性も女性も共に協力しく聞こえますが、男性も女性も共に協力し
合い、より良い社会を創造していこうと考合い、より良い社会を創造していこうと考
えることがまずは大切です！えることがまずは大切です！

男女共同参画たきざわ輝きプラン（案）
について意見を募集します

■意見の募集方法
・募集締め切り　16年12月31日（金）
・募集方法
　氏名、住所を記入の上、次のいずれかの方法によ
り送付してください｡
①電子メール　sankaku@vill.takizawa.iwate.jp
②郵送　滝沢村鵜飼字中鵜飼55番地　参画協働課
③ファックス　　684―1517
※電話でのご意見はお受けできませんのでご了承く
ださい。
■たきざわ輝きプラン（案）備え付け場所
　役場１階の総合案内窓口、村東部・北部出張所
滝沢ふるさと交流館、村公民館
■問い合わせ　経営企画部　参画協働課（内線322）

輝きプランって
どんな計画なんだろう！
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母
と
子
の
よ
い
歯
の

 

コ
ン
ク
ー
ル

　
生
涯
に
わ
た
り
歯
の
健
康
を

守
る
た
め
に
は
、
妊
娠
中
か
ら

高
齢
に
な
っ
て
も
、
普
段
か
ら

の
食
事
、
歯
や
お
口
の
中
の
手

入
れ
、
歯
科
医
師
な
ど
専
門
家

に
よ
る
定
期
的
な
検
診
が
大
切

で
す
。

　
村
で
は
、
い
つ
ま
で
も
自
分

の
歯
で
食
べ
、
元
気
で
過
ご
す

こ
と
を
目
的
に｢

母
と
子
の
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル｣

と｢

高
齢
者

歯
科
コ
ン
ク
ー
ル｣

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
と
し
も
、
十
月
二
十
九
日

に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
の
で
そ

の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

態
や
日
ご
ろ
の
お
手
入
れ
の
状

況
を
診
査
し
ま
し
た
。

◎
最
優
秀
賞

　
岩
渕
優
奈
ち
ゃ
ん（
川
前
）と

　
お
母
さ
ん
の
光
子
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
佐
藤
晃
成
ち
ゃ
ん（
元
村
）と

　
お
母
さ
ん
の
明
子
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
兼
平
大
輝
ち
ゃ
ん（
元
村
）と

　
お
母
さ
ん
の
純
子
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
小
山
実
生
ち
ゃ
ん（
川
前
）と

　
お
母
さ
ん
の
美
生
さ
ん

　
受
賞
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
む

し
歯
は
な
く
、
お
母
さ
ん
も
歯

科
の
治
療
を
終
え
て
い
ま
す
。

　
全
員
に
共
通
し
て
い
た
こ
と

は
親
子
と
も
に
か
か
り
つ
け
歯

科
医
を
も
ち
、
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
た
こ
と
で
し
た
。

　
主
に
性
行
為
に
よ
っ
て
感
染

し
発
症
す
る
エ
イ
ズ
を
は
じ

め
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

や
淋
菌
感
染
症
と
呼
ば
れ
る
病

気
を
Ｓ
Ｔ
Ｄ（
性
感
染
症
）と
い

い
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
だ
け
で
な
く
、
そ
の

ほ
か
の
Ｓ
Ｔ
Ｄ
も
今
や
他
人
事

で
な
く
、
だ
れ
も
が
感
染
す
る

可
能
性
の
あ
る
、
自
分
に
と
っ

て
も
身
近
な
病
気
と
し
て
関
心

を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
る

②
セ
ッ
ク
ス
の
際
は
、
常
に
コ

ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る

③
自
分
の
意
思
は
は
っ
き
り
伝

え
る

④
早
期
発
見
と
早
期
治
療
が
大

切⑤
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
よ
う
に

　
自
覚
症
状
が
あ
る
も
の
も
全

く
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
感
染
の
心
配
が
あ
る
と
き

は
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
専
門

医（
泌
尿
器
科
・
産
婦
人
科
な

ど
）に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 

高
齢
者
歯
科 

コ
ン
ク
ー
ル

　
八
十
歳
で
自
分
の
歯
が
二
十

本
以
上
あ
る
方
を
対
象
に
、
お

口
の
中
の
状
態
を
診
査
し
ま
し

た
。
七
人
の
方
か
ら
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の
方
も

二
十
本
以
上
お
持
ち
で
し
た
。

　
応
募
し
た
皆
さ
ん
は
お
元
気

で
、
と
て
も
八
十
歳
に
は
見
え

な
い
元
気
と
若
さ
で
す
。

◎
最
優
秀
賞

　
田
口
久
さ
ん（
小
岩
井
）

◎
優
秀
賞

　
関
村
正
一
郎
さ
ん（
川
前
）

◎
優
秀
賞

　
石
橋
正
男
さ
ん（
鵜
飼
）

◎
優
秀
賞

　
山
浦
伊
兵
衞
さ
ん（
川
前
）

　
最
優
秀
賞
の
田
口
さ
ん
は
、

自
分
の
歯
が
三
十
本
あ
り
ま

す
。
し
か
も
そ
の
う
ち
二
十
七

本
が
健
全
歯（
つ
め
た
り
、
削
っ

た
り
し
て
い
な
い
歯
）で
し
た
。

　
田
口
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
か
ら

よ
く
体
を
動
か
し
、
庭
の
手
入

れ
や
睦
大
学
の
参
加
な
ど
趣
味

を
持
つ
こ
と
も
健
康
の
秘
け
つ

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
輝
く
歯
が
の
ぞ
く
笑
顔
は
本

当
に
素
敵
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課（
内

線
１
４
６
）

　
昨
年
度
の
三
歳
児
健
康
診
査

で
、
虫
歯
の
無
か
っ
た
四
歳
の

お
子
さ
ん
と
、
そ
の
お
母
さ
ん

を
対
象
と
し
て
お
口
の
中
の
状

ＱＱ
子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
の
秘

　
け
つ
は
な
ん
で
す
か
？

ＡＡ
就
寝
前
の
歯
磨
き
と
定
期
的

　
な
健
診
で
す
。

ＱＱ
子
ど
も
の
食
事
や
お
や
つ
の

　
お
勧
め
は
？

ＡＡ
お
や
つ
は
お
菓
子
で
は
な
く

　
果
物
や
焼
き
芋
な
ど
を
あ
げ

　
て
い
ま
す
。

ＱＱ
お
母
さ
ん
の
口
腔
ケ
ア
で
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

ＡＡ
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
と
自

　
分
の
こ
と
は
後
回
し
に
な
り

　
が
ち
。
ま
ず
は
汚
れ
が
つ
か

　
な
い
よ
う
に
こ
ま
め
に
歯
磨

　
き
し
て
い
ま
す
。

 

受
賞
者
の
皆
さ
ん
は

 

こ
ん
な
工
夫
を
し
て
い
ま
し
た

保
健
師
一
口
メ
モ
　
　

　
知
ら
な
い
こ
と
が

　
何
よ
り
怖
い
！

　
性
感
染
症
は

　
身
近
な
病
気
で
す

　
　
　
最
優
秀
賞
の
岩
渕
優
奈
ち
ゃ
ん
と

　
　
　
お
母
さ
ん
の
光
子
さ
ん

　
　
　
最
優
秀
賞
の
田
口
久
さ
ん
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介護保険に関する
相談・手続き
　介護に関するすべての相
談、ケアプランについての
相談に応じています。

介護者教室開催
　担当地域の支
援センターで、
毎月１回開催し
ています。

悩み・不安・心配事の相談
　お電話や直接支援センターに来て
いただいての相談に応じます。また
自宅に伺うこともできます。

家庭訪問
　担当地域の
高齢者の方々
を直接訪問し
ています。

在宅介護支援センターには「「地地域域型型」」とと「「基基幹幹型型」」があります。
　地域型は、各地域を担当しています。つまり動く村の相談
窓口。元気なうちから支援センターを覚えておいて、何かあ
ったらすぐ相談を。
　それが支援センターの上手な活用方法です。

保険福祉サービスの紹介、手続き（申請）
　生活支援ヘルパー、緊急通報装置、訪
問指導、配食サービス、訪問歯科相談・
健診、パワーリハビリなど。

介護のお世話にならないために
　将来も在宅で健やかに生活していく
ことができ、介護保険のお世話になら
ないためのアドバイスをします。

福祉用具・介護用品の
説明・紹介
　いろいろな福祉・介護用
品などの紹介をします。

　在宅介護支援センターの仕事は、おおむね65歳以上で在宅要介護の高齢者の方
や介護保険対象とならない方、その家族などを対象としています。

①ＪＡ新いわて滝沢村在宅介護支援センター
　滝沢村大釜字外館４番地４（1687－2877）
②滝沢村基幹型在宅介護支援センター
　滝沢村鵜飼字中鵜飼47番地１（1684－2247）
③れいたく苑滝沢村在宅介護支援センター
　滝沢村鵜飼字細谷地26番地５（1684－2144）
④松実会滝沢村在宅介護支援センター
　滝沢村滝沢字巣子732番地２（1688－1051）
⑤滝沢村北部在宅介護支援センター
　滝沢村滝沢字巣子148番地（1688－5305）

村内の在宅介護支援センター相談窓口

①②③

④⑤
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平
成
17
年
度
の
保
育
所
入
所

　
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

■
日
程

●
第
一
期（
通
常
受
け
付
け
）

　
申
込
期
限
は
、
十
二
月
二
十
八
日

火
曜
日（
入
所
決
定
は
十
七
年
二
月

下
旬
）

●
第
二
期（
第
一
期
受
け
付
け
後
に

転
入
さ
れ
た
方
な
ど
）

　
申
込
期
限
は
、
十
七
年
二
月
十
五

日
火
曜
日（
入
所
決
定
は
十
七
年
三

月
上
旬
）

●
第
三
期（
第
二
期
受
け
付
け
後
に

転
入
さ
れ
た
方
な
ど
）

　
申
込
期
限
は
、
十
七
年
三
月
十
五

日
火
曜
日（
入
所
決
定
は
十
七
年
三

月
下
旬
）

■
入
所
資
格

●
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
よ
り
、

乳
幼
児
を
家
庭
内
で
保
育
で
き
な
い

場
合
で
す
。

　
た
だ
し
次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
は
保

護
者
以
外
の
方（
同
居
の
扶
養
親
族

な
ど
）が
保
育
で
き
る
と
き
は
入
所

で
き
ま
せ
ん
。

①
保
護
者
が
、
日
中
に
家
庭
外
で
仕

　
十
七
年
度
の
村
内
各
保
育

所
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

の
期
限
を
守
り
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保育所名・定員 所在地・電話番号 保育時間 一時保育 休日保育 保　育　の　特　色 

ふうりん保育園 
（45人） 

大釜字風林59-17 
1686－2155 ○  

　家庭的な雰囲気の中で子ども一人ひとりが安心して生活し、個性豊かに成長することを願

い、保護者との連携を取り合いながら保育を行っています。また恵まれた自然環境の中で、

地域の方々との交流も取り入れ、人間性豊かな感性を育む保育を心掛けています。 

○ 

○ 

○  

大釜保育園 
（120人） 

大釜字田の尻42-1 
1687－3030

　附属施設において、四季折々の体験保育をはじめ幼稚園との供用施設での運動遊び、鍵盤

ハーモニカなどによる音楽遊びなどを通じ、豊かな感性と健康な身体づくりに努めています。

世代間交流活動、施設開放、子育て相談など地域に根ざした子育てを支援します。 
 

大沢保育園 
（45人） 

大沢字堰合32-2 
1687－2509

　家庭的雰囲気の中で、のびのびと自然に触れた遊びを通して、人間性豊かでたくましい子

どもに育ってほしいと願って保育しています。また子育ての楽しさ素晴らしさ、子どものか

わいらしさを保護者と手を取り合って感じ喜び合い、心のより所になれるよう努めています。 

○ 

鵜飼保育園 
（120人） 

鵜飼字笹森1-2 
1687－1375 ○ ○ 

　家庭や地域社会との連携を持ちながら、健康でのびのびと自己表現できる子どもたちの成

長を願い、一人ひとりを大切にし、心と心の触れ合いを大切にした保育に努めています。ま

た自然との触れ合いや様々な行事を行い、感動体験ができるような保育を心掛けています。 

○ 元村保育園 
（90人） 

滝沢字外山86-17 
1684－2222

　子どもたちが健康で心豊かに育つことを願い「地域との交流」「合同保育」「はだしとリ

ズム運動」「クッキング」など、家庭と連携をとりながら保育を進めています。また伝統行

事や畑作りを学ぶ老人クラブとの交流、園庭開放なども行っています。 

巣子保育園 
（90人） 

滝沢字葉の木沢山442-6 
1688－2270

川前保育園 
（90人） 

滝沢字巣子152-91 
1688－4145

一本木保育園 
（45人） 

滝沢字柳原74-1 
1688－2662

柳沢保育園 
（45人） 

滝沢字柳沢1370-4 
1688－4335

南巣子保育園 
（120人） 

滝沢字巣子1162-37 
1688－7706

　子どもたちが健康で心豊かに育つことを願い、家庭との連携を大切にしながら一人ひとり

の成長、発達を見守り援助しています。また地域に根ざす開かれた保育園として、地域の方々

との交流や子育て支援室には担当職員２人を配置し、在宅の方の子育てもサポートしていま

す。 

○ ハレルヤ保育園 
（60人） 

滝沢字葉の木沢山555-5 
1688－6773

　モンテッソーリ教育という教育で、子どもの自立と自律を援助しています。また小児科

医と連携を図り、お子さんの健康面のケアも積極的に行っています。 

　四季折々の行事を取り入れながら、地域の方々との交流（老人クラブ、施設訪問、弁当

配りなど）畑作り、マーチング、はだし保育なども行なっています。子どもたちの「心」

と「体」が、生き生きと成長することを願い家庭との連携を密にした保育をすすめており

ます。 

　未来を担う子どもたちが心豊かに育つことを願い、０～６歳の異年齢の触れ合いや、一

人ひとりを大切にしながら、畑作り、散歩、ウサギの飼育や川前太鼓にも取り組んでいま

す。あたたかい地域の中、家庭の皆様と子育ての喜びや大変さを共有できるよう心掛けて

います。 

　保育園ならではの異年齢の関わりや、ウサギやニワトリの飼育などを通じて「命の大切

さ」「思いやり」「やさしさ」の心を育みます。子ども一人ひとりを大切にし受け止め、

のびのびと安定した生活ができる家庭的なあたたかい雰囲気の保育園です。 
○ 

○ 
　家庭的な雰囲気の中で子ども同士のつながりを深め、安心して生活する中で、個々の健

全な心身の発達を援助します。豊な感性を培うために「多くの人々とのふれあい」「自然

とのふれあい」「間接体験を積む（絵本の読み聞かせなど）」の三つを大切にしています。 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

○ 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

牧の林すずの音
保育園（90人） 

滝沢字牧野林891-8 
1699－2230

　「思いやりと自立心のある子」を目標に、リトミックやチャボの世話、畑作りなどを通

じて子どもたちが健康で心豊かに育つことを願い、家庭と密接な連携をとり、一人ひとり

の個性を大切に見守り援助しています。また地域の子育て支援センターとして、相談や情

報提供、親子交流の機会を持つなど、子育て支援も行っています。 

6時半 
～ 
22時 

○ ○ 

7時 
～ 
20時 

○ ○ 

7時 
～ 
19時 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

※通常保育時間はすべて午前７時から午後６時までになります。その前後は延長保育になります。 
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高病原性鳥インフルエンザ・ニューカッスル病対策について
　養鶏業で生活している農場では、野鳥侵入防止対策や各種ワクチン接種、消毒を行い伝染病の発生を防いでいます。
　しかし小数羽の鳥を愛がん用として飼っているお宅では、その防疫対策が十分でないため伝染病の侵入が心配されて
います。愛がん鶏を飼養されている方は、次のことをお願いします。
◎鶏、鳩の健康状態を観察しましょう。
◎鶏舎、鳩舎の清掃や消毒を定期的に実施しましょう。
◎野鳥、ネズミなど野生動物が、鶏舎、鳩舎に侵入しないよう、防鳥ネットで囲いましょう。
◎水道水や地下水を鶏や鳩に与えましょう。（沼や湖の水は与えないようにしましょう）
◎関係者以外の人が鳩舎に出入りしないようにしましょう。
◎ニューカッスル病ワクチンを接種しましょう。
※突然の死亡、呼吸異常・下痢、顔面・とさか・脚の腫れ、産卵の低下、
食欲の低下など異常を発見した場合には、直ちに最寄りの獣医師か家畜保
健衛生所にご連絡ください。
■問い合わせ
　岩手県中央家畜保健衛生所（†688－4111） 鶏などに異常が見られたらすぐ連絡を！

　ごみは、皆さんが定められたルールによって分別してごみステーションに出し、これを村では収集運搬して、資源と
なるものは回収し、資源とならないものについては、1,700度～1,800度の高熱で溶かして処理しています。最近は
この分別を守らないでごみステーションに出す事例が多くなってきております。
　間違った分別で出された場合、村の清掃センターでの作業中また収集運搬作業中の火災や爆発事故につながり大変危
険です。皆さんのご協力により危険を防止することができます。次の点に注意し、ごみを出す前にもう一度確認の上、
分別にご協力をお願いします。
○スプレー缶、ガスライターは、使用後ガスを放出して穴を開けて空き缶の日に出すこと
○ガスボンベ、消火器は、収集しませんのでステーションに出さないでください
○石油ストーブ、石油かん、ポリタンクは、石油を抜いてステーションに出してください
○器具、玩具、時計等についている乾電池を取り外して、あきかんの日に出してください
※分別の仕方については、８月５日号の広報たきざわか、役場の窓口、村東部・北部出張所、
清掃センターにチラシを備え付けていますのでご利用ください。
■問い合わせ　村清掃センター（†688－2464）　

必ず残りのガスを
抜きましょう！

ごみの分別守っていますか!!

①村道茨島土沢線
　ゆとりヶ丘北側にある市兵衛川
に新たに架ける橋の橋台などの工
事と、さらに西側部分に新たな道
路を築造する工事を行います。
■期　間　17年3月25日まで　
②村道第３土沢線
　国分通り（通称）の国分団地西側
入口付近から県立盛岡北高等学校
の正門までの区間について、歩道
設置及び拡幅工事を行います。
■期　間　17年3月24日まで
※工事期間中、大型車両通行、片
側交互通行など交通規制により、
ご不便、ご迷惑をお掛けします
が、皆さんのご協力とご理解を
よろしくお願いします。　　　　　■問い合わせ　都市整備部　道路課（内線242、243）

②村道第３土沢線①村道茨島土沢線
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【この欄の見方】　①職種　②年齢　③募集人数　④基本給　⑤求人No．⑥必要資格など
●(有)ケアサービスまごのて　①介護員　②不問　③１人　④130,000～170,000円　⑤11590841　
⑥普通自動車免許一種、ホームヘルパー２級
●（株）フジウェル東日本盛岡事業所　①医療器具の販売　②30～55歳　③２人　④130,000～180,000円　⑤11731141　
⑥普通自動車免許一種
●カーセブン盛岡インター店トーサイアポ（株）　①営業スタッフ　②20～30歳　③１人　④180,000～220,000円　⑤11750841　
⑥普通自動車免許一種
●（有）東部総業　①施設常駐警備員　②18～25歳　③１人　④130,000～140,000円　⑤11760541　⑥普通自動車免許一種
●エムテック（株）　①作業員(臨時)　②55歳以下　③３人　④138,000～184,000円　⑤11722641　⑥普通自動車免許一種
●（有）万作石油店　①給油係　②20～40歳　③４人　④124,800～172,800円　⑤11909641　
⑥普通自動車免許一種、危険物取扱者（丙、乙種）
●（有）東部総業　①警備員　②18～60歳　③10人　④138,000～149,500円　⑤12066941　⑥普通自動車免許一種
●（有）岩佐鉄筋工業所　①鉄筋工　②20～45歳　③５人　④200,000̃250,000 円　⑤12120941　⑥普通自動車免許一種
●（有）カマタ・トッキ　①空調工事　②18～40歳　③１人　④140,000～300,000円　⑤11939241　⑥普通自動車免許一種
●（有）岩手保安　①交通誘導警備員　②18～55歳　③30人　④130,200～173,600円　⑤12382841
●ヒロ・コーポレーション（有）　①薬剤師　②40歳以下　③２人　④360,000～460,000円　⑤12660641　⑥薬剤師
●（有）東部総業　①宿直警備員　②55～62歳　③１人　④130,000～140,000円　⑤12655341　⑥普通自動車免許一種
●（有）ヤマトエンジニアリング　①電気工事士　②20～35歳　③３人　④180,000～250,000円　⑤12665841　⑥普通自動車免許一
種、電気工事士第2種
●（有）盛岡鉄筋工業所　①鉄筋工　②20～45歳　③４人　④167,000～309,000円　⑤12537441　⑥普通自動車免許一種
●山崎製パン（株）　①製品管理　②20～40歳　③２人　④155,250円　⑤12567341　⑥普通自動車免許一種
・このコーナーでは、10月25日～11月19日の間に盛岡公共職業安定所への届出分から村内企業の常用雇用分を掲載しています。
・就業を希望する方は、盛岡公共職業安定所（1651－8811）まで⑤の求人No.を告げて問い合わせください。
なお掲載企業の中にはすでに採用が決定している場合もありますのでご了承ください。
・盛岡管内企業の求人情報（ハローワーク盛岡求人情報などの最新版）は、役場一階ロビー、滝沢勤労青少年ホーム、村北部コミュ
ニティセンターでご覧になれますのでご利用ください。
【企業の皆さんへ】　掲載する企業は期間内に盛岡公共職業安定所に新規に申し込んだ企業のうち「ハローワーク盛岡求人情報」に掲
載された企業のみとなります。
【お知らせ】　全国の公共職業安定所の求人情報がインターネットで検索できますので、どうぞご活用ください。
ホームページ名：ハローワークインターネットサービス
アドレス：http://www.hellowork.go.jp

村内企業の求人情報（10/25～11/19）

　岩手県では、平成10年５月「新・全県域汚水適正処理構想」を策定し、これに基づき、衛生的で快適な生活環境の早期実施と公
共用水域の水質保全を図るために、下水道、農業集落排水、漁業集落排水や浄化槽などの汚水処理施設整備を進めてきました。
　その結果、15年度末現在で59.2％までに向上しました。しかし15年度末の全国平均は77.7％であり、本県は全国37位とま
だまだ低い位置にあります。
　そうした中で、今後、汚水処理施設の整備を促進していくためには、より実状に応じた効率的・経済的な整備構想を策定し、皆
さんの理解をいただきたいと考えています。
　構想見直しの素案について、広く意見をいただき構想に反映させていくこととしていますのでご意見をお寄せください。なお素
案をご覧になる方法や意見の提出方法、説明会開催は次の通りです。
■意見を募集する期間　17年１月７日（金）まで
■公表期間　　　　　　17年１月７日（金）まで
■公表の方法
・岩手県庁行政情報センター、各地方振興局の行政情報サブセンターに掲示
・岩手県ホームページ（http://www.pref.iwate.jp）へ掲載
・各地域（振興局）ごとの説明会の開催（次の日程をご確認ください）
◎新・全県域汚水適正処理構想」の見直し（素案）、盛岡地域説明会
　日　時　12月15日（水）　午後1時半から3時まで　　　場　所　盛岡市合同庁舎大会議室
■提出方法
　郵便（手紙、はがき）、電話、ファックス、Eメールで岩手県県土整備部下水環境課までお願いします。なお提出されたご意見に
つきましては公表する場合がありますので、匿名希望の方はその旨お知らせください。
■ご意見提出先・問い合わせ
　岩手県県土整備部下水環境課　菅原弘行
　（〒020-8570　盛岡市内丸10-1　1629－5899　FAX651－4168　Eメール　hiroyuki-suga@pref.iwate.jp）
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❆
水道凍結に注意

　これから冷え込みが厳しくなるに連れ、心配さ
れるのが水道の凍結です。お出掛け前やお休み前
には、忘れずに水抜きをしましょう。

❆
❆

◎水抜きはしっかりと
　水道管は、氷点下四度くらいまで下がると凍結す
るといわれています。そのため寒冷地の水道管には
｢水抜き栓｣が設けられています。夜間あるいは日中
でも長時間水道を使用しないときは、きっちり水抜
きをしてください。
　水抜き操作は、水道の蛇口を開いて水を出したま
ま、水抜き栓のハンドルを右に止まるまで回します
と、水が水道管を下がっていく音がし、蛇口に手の
ひらを当てると軽く吸い付く状態になります。
　水抜き栓が回らないときや水が下がらない時は、
工事店に修理を頼んでください。
　給湯器の凍結も多くありますので、取り扱い説明
書をよく読み、水抜きを行ってください。
　給湯器の水抜き操作ミスや水抜き栓を完全に回し
きらないと、地下に水が流れ続け水道料金がかさむ
こともありますのでお気を付けください。

◎凍らせたときは
　凍らせたときは、蛇口や水道管に濡らしたタオル
を巻き、ゆっくりお湯を注いでください。
　火気を使った解凍は、火災の恐れがありますので
絶対にやめてください。

◎電気解凍器は要注意
　電気解凍器はお手軽ですが、水道管の隠れた部分
が異常過熱し、火災につながる場合があります。
　安全性を考えた上でも工事店へ依頼することをお
勧めします。

◎解凍できないときは
　家庭で解凍できないときは工事店に依頼してくだ
さい。解凍費用は実費となります。
　寒波が続いたりすると申し込みが殺到し、解凍に
伺うのが遅れることがあります。
◎水道を大切に
　蛇口や水抜き栓などの給水装置は、使用者の皆さ
んが維持管理するものですので大切にしましょう。

■解凍依頼先
◎滝沢村上水道については、村指定の工事店に依頼
してください。（水道部からのチラシにより連絡先を
確認してください）
　また休日については、水道部に当番店を問い合わ
せてください。
◎一本木簡易水道（1６８８―４４３０）について
は、一本木簡易水道指定の工事店に依頼してくださ
い。
■問い合わせ
　村水道部給水課（内線113、114）
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日ごろの活動の成果を発表

ソフトバレーを通じ

楽しく交流ができました

芸術祭たきざわ2004

異国の文化を学ぼう

国際交流フェスティバル
国際交流フェスティバル実行委員会「ムンド」は11月21
日、滝沢ふるさと交流館で国際交流フェスティバルｉｎ
滝沢を開催しました。
当日は、世界の文化や言葉を学ぶコーナーや、日本文
化を体感できるコーナー、世界各国の料理を試食できる
コーナーなど、楽しみながら体験できる催しが開設さ
れ、参加者は世界の文化を肌で感じたり、日本文化の良
さをあらためて感じたりしていました。

フ
ィ
リ
ピ
ン
っ
て
ど
ん
な
国
？

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
も
随
所
に
好
プ
レ
ー
が

　「芸術祭たきざわ2004」は10月22日から11月14日ま
で、滝沢ふるさと交流館や村公民館などを会場に行
われました。
「芸術祭たきざわ2004」は、村民の皆さんが取り組
んでいる芸術活動の発表の場として、村教育委員会
主催、滝沢村芸術文化協会（熊谷輝男会長）の主管で
行われたものです。
展示、菊花、茶道、舞台のそれぞれの部門で、日
ごろの活動の成果が発表されました。

　滝沢村バレーボール協会（斉藤裕夫会長）は11月７
日、健康の増進や世代間交流を目的に「第２回滝沢村ソ
フトバレーボールフェスティバル」を開催しました。
４つの部門に分かれて行われた今大会には、村内の
バレーボール愛好家たちが編成する、28チームが参
加。参加者の皆さんの交流も深まり、大会の趣旨の通
りバレーボールを楽しみながら、心地よい汗を流して
いました。

数
多
く
の
秀
作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た

3回の公演すべてが超満員の劇団「ゆう」による「ピーターパン」
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第６回大沢ストック花まつりは10月31日、新岩手農協滝沢南
部支所を会場に開催されました。祭りには、大沢地区の農産物
や県内有数の産地である大沢ストックが販売されました。
この祭りは「地域ぐるみ農業推進計画」のモデル事業の一環と
して始まりましたが、野菜釣りやさんさ踊りも行われるなど、
大沢地区の恒例イベントとして定着してきました。

地域の特色を全面に

大沢でストック花まつり

中学校を対象とした

バスケット交流大会実施
正しい理解のために

骨髄バンク説明会を実施
滝沢村バスケットボール協会（竹鼻邦夫会長）は10月30
日、村内の中学校を対象とした第１回のバスケットボー
ル交流大会を開催しました。
この大会は、村内中学校の交流を深めるとともに、技
術の向上を目指すことを目的に行ったもので、男子４
チーム、女子３チームが参加しました。
熱戦の結果、男女とも滝沢第二中学校が最優秀チーム
賞を獲得しました。

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
多
く
の
方
が
来
場
し
ま
し
た

　
「骨髄バンク説明会」は11月８日、役場大会議室で行
われ、21人の村職員が出席しました。説明会は、骨髄移
植の正しい知識の普及と、骨髄提供者の登録促進を目的
に、県の骨髄ドナー登録促進強化事業の一環として村職
員組合の協力のもとに実施されました。盛岡保健所上席
保健師の赤羽さなえ氏の説明の後、骨髄提供をした方や
移植を受けた方のインタビューなどを収めたビデオが上
映され、参加者は神妙な面持ちで見入っていました。

骨
髄
移
植
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た

万が一のときに備え

火災防御訓練実施される
　火災防御訓練は11月14日、ケアハウス巣子
を会場に行われました。
　訓練には、地域の皆さん約100人が参加し、
煙体験訓練や119番通報訓練コーナー、地震体
験コーナーなどに、足を運んでいました。さ
まざまな体験をした後、ケアハウス巣子内で
火災が発生したことを想定した訓練が始ま
り、本番さながらの雰囲気に参加者の皆さん
は、緊張した様子で訓練を見守っていまし
た。　　

消
火
器
の
正
し
い
使
い
方
も
学
び
ま
し
た

ボ
ー
ル
を
最
後
ま
で
追
う
姿
勢
が
大
切
で
す
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さ
あ
、
自
分
の
道
を
切
り
開
い
て
い
こ
う
！

平
成
十
七
年「
滝
沢
村
成
人
式
」の
ご
案
内

平
成
十
七
年
の
成
人
式
が
一
月
九

日
に
行
わ
れ
ま
す
。

村
内
で
約
八
百
人
の
方
々
が
晴
れ

て
成
人
を
迎
え
ま
す
。

成
人
式
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
村

内
の
中
学
校
出
身
の
新
成
人
十
数
名

で
組
織
し
た「
成
人
式
実
行
委
員
会
」

が
主
体
と
な
り
、
新
成
人
自
ら
式
典

の
企
画
運
営
に
参
画
し
準
備
を
取
り

進
め
て
い
ま
す
。

晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
た

皆
様
の
門
出
を
お
祝
い
い
た
し
た
く

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

■
期
日

新
春
一
月
九
日（
日
）

※
成
人
の
日
の
前
日
に
開
催

■
受
付

午
前
九
時
半
か
ら

■
開
式

午
前
十
時
半

■
会
場

村
総
合
公
園
体
育
館

■
対
象
者

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
が
対
象
で
す
。

■
案
内
通
知

対
象
者（
十
一
月
三
十
日
現
在
住

民
登
録
し
て
い
る
方
）全
員
に
案

内
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

　
※
現
在
、
村
外
に
お
住
ま
い
の
方

も
当
日
村
の
成
人
式
に
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
参
加
す
る
場
合
は
、

式
典
当
日
に
受
け
付
け
に
て
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

成
人
式
当
日
の
会
場
付
近
は
大
変

な
混
雑
が
予
想
さ
れ
総
合
公
園
駐

車
場
に
駐
車
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
願
い
ま
す
。

■
成
人
式
実
行
委
員

　
内
藤    

陽（
滝
沢
南
中
出
身
）

　
澤
村  

圭
太（
滝
沢
南
中
出
身
）

　
大
下  

隆
之（
滝
沢
南
中
出
身
）

　
祝
田  

尚
之（
滝
沢
南
中
出
身
）

　
古
川  

剛
史（
滝
沢
二
中
出
身
）

　
長
山  

幸
充（
滝
沢
二
中
出
身
）

　
高
橋    

舞（
滝
沢
二
中
出
身
）

　
元
村  

睦
美（
滝
沢
二
中
出
身
）

　
吉
野
真
奈
美（
一
本
木
中
出
身
）

　
角
掛
こ
ず
え（
一
本
木
中
出
身
）

　
竹
内    

翼（
柳
沢
中
出
身
）

　
石
川  

明
美（
姥
屋
敷
中
出
身
）

　
佐
々
木
貴
之（
姥
屋
敷
中
出
身
）

　
太
野  

明
希（
滝
沢
中
出
身
）

　
小
林  

恵
子（
滝
沢
中
出
身
）

　
松
山  

未
来（
滝
沢
中
出
身
）

■
お
問
い
合
わ
せ

村
教
育
委
員
会  

社
会
教
育
課

1
６
８
４
―
２
１
１
１

内
線
３
４
３  

ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凛とした晴れ姿・・・（昨年の成人式から）

久々に会う友人

成
人
式
実
行
委
員
会

（
写
真
は
昨
年
活
躍
し
た
委
員
の
皆
さ
ん
）
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パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
簡
単
な
文

書
の
作
り
方
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る

方
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時

十
二
月
二
十
日（
月
）

　
〜
二
十
一
日（
火
）

午
後
一
時
〜
四
時

■
会
　
場
　
村
公
民
館

■
受
講
料

千
二
百
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
定
　
員
　
十
五
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

十
二
月
十
四
日（
火
）ま
で
に
村
公

民
館（
1
６
８
７
―
２
２
２
２
）に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

英語は習ったはずなのに英語で会話するのは苦手…
そんな方はいませんか？話せるようになるには実際に
会話してみるのが一番！
そこで、楽しく日常会話を学べる英会話教室を開催

します。多くの方の申し込みをお待ちしています。
■日　時
17年1月12日～3月16日　午後7時～9時
（毎週水曜日　全10回）
■会　場
村公民館　視聴覚室
■講　師
村国際理解推進事業担当教師
ティファニー・ヒュー先生
■受講料　無料
■定　員　20人
※定員を超えた場合は抽選とさせていただきます。
■申し込み・問い合わせ
12月24日（金）までに村公民館（1687－2222）に電
話で申し込みください。

一
月
六
日
〜
七
日
に
小
学
四
〜
六
年
生

対
象
の
造
形
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細

は
児
童
へ
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
十
二
月
二
十
二
日
ま
で

に
村
公
民
館
に
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

冬
休
み
少
年
少
女
造
形
教
室

受
講
生
募
集
　

楽しみながら実力アップ！
～英会話教室受講生募集～

多
く
の
皆
さ
ん
に
楽

し
く
学
習
を
し
て
い
た

だ
こ
う
と「
体
験
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
」と「
ケ
ー
キ
作
り
」の

二
つ
の
講
座
を
行
い
ま

す
。
ど
ち
ら
の
講
座
も

初
め
て
の
方
で
も
手
軽

に
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
講
座
内
容
等

下
の
表
の
通
り

■
対
　
象

村
内
に
お
住
ま
い
の
方

■
受
講
生
の
決
定

受
付
期
間
中
に
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選

に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ

十
七
年
一
月
七
日

（
金
）ま
で
に
村
公
民
館

（
1
６
８
７
―
２
２
２

２
）に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

冬
の
夜
の
ひ
と
と
き
、
暖
か
い
部

屋
で
音
楽
鑑
賞
は
い
か
が
で
す
か
。

今
月
は「
ラ
イ
ブ
・
イ
マ
ー
ジ
ュ
」よ

り
テ
レ
ビ
や
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み
の
曲

を
映
像
と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す
。

「ソング・オブ・ライフ」　～ＴＶ「世界遺産」から～ 

「地球に乾杯」　～ＴＶ 「地球に乾杯」から～ 

「黄昏のワルツ」　～ＴＶ「人間ドキュメント」から～ 

「パリは燃えているか」　～ＴＶ「映像の世紀」から～ 

「風笛」　～ＴＶ「あすか」から～ 

「エトピリカ」「情熱大陸」　～ＴＶ「情熱大陸」から～ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０分） 

　※名曲鑑賞会では皆さまのリクエストをお待ちしています。 

■申し込み・問い合わせ　　滝沢ふるさと交流館（1６８７－５５１１） 

◆日　時 

　12月14日（火） 

　午後７時～ 

　　　午後８時15分 

◆会　場 

　滝沢ふるさと交流館 

　チャグチャグホール 

曲　名 日時・場所 

 

初めてでも楽しくできる 

「トールペイント教室」 
 
　　定員：１５人 

おいしいケーキをご家庭で 

「ケーキ作り教室」 
 
　　定員：８人 

　木やブリキ缶など身近な素材に絵を描くト
ールペイントは古くから人々の暮らしを彩っ
てきました。この教室ではそんなトールペイ
ントの基本を初めての方にもやさしく丁寧に
指導します。 
　カントリーテイストあふれる作品づくりに
あなたもチャレンジしてみませんか。 
　　　第１回：イチゴの壁かけ 
第２・第３回：ハウスのウェルカムプレート 
　※作品の見本を公民館に展示しています。 
 
　ふんわりとろけるケーキをお家でつくれた
ら素敵ですね。この教室ではお菓子づくりが
初めてという方でも失敗なく焼けるケーキの
つくり方を紹介します。誕生日やバレンタイ
ンデーの贈り物に、ご家族のおやつに手づく
りケーキはいかがですか。 
　　　第１回：スポンジケーキ 
　　　第２回：チョコカップケーキ 

越場美香子　先生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高橋はつ子　先生 

■期　日 

　1月27日～2月10日 

　毎週木曜日　全3回 

■時　間 

　午前9時30分～正午 

■会　場 

　村公民館　視聴覚室 

 

■期　日 
　第1回：1月29日(土) 
　第2回：2月5日(土) 
■時　間 
　午前10時～12時30分 
■会　場 
　滝沢ふるさと交流館 

４，０００円 
※材料代含む 
 
 
 
 
 
 
 
 
１，９００円 
※材料代含む 

講座名 内　　容 講師名 受講料 日時・会場 

「初心者のためのワード入門」 
 受講生募集中受講生募集中 受講生募集中 

あ
な
た
の
暮
ら
し

の
ア
ク
セ
ン
ト

体
験
講
座
　
受
講
生
募
集

体
験
講
座
　
受
講
生
募
集
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初心者のこどもや親子でも、気軽に楽しくいろ
いろなスポーツが楽しめる「たきざわファミリース
ポーツクラブ」の、16年度第２期を開催します（第
１期は、柳沢小中学校で10月～12月に開催されま
した）。普段あまりスポーツをしない方でも楽しめ
る内容となっていますので、ぜひ参加ください。

み
ん
な
の

ス
ポ
ー
ツ

トレーニング初心者講習開催 スポレクいわて2005リハーサル大会

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

平成17年
10月１日
　 ～４日

滝
沢
村
は

年
齢
別

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

会
場
で
す

vvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv

vvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv

スポーツ行事案内（12月20日～1月16日まで） 
 

村では、みんなが主役の｢スポーツまちづくり運動｣を推進しています。 

総合公園体育館  

12月23日（木） 第16回滝沢村ふれあいバドミントン大会 

１月15日（土） 第８回滝沢村剣道交流大会 

○日時・種目：
１月８日（フライングディスク）
２月12日（スポーツチャンバラ）
３月12日（キンボール）
すべて土曜日　午前10時から12時まで
○場　所：一本木小学校体育館
○対　象：村内にお住まいの小学生とその親
（小学生のみの参加も受け付けます）
○申込み：はがきかファックスで、教室名・参
加者氏名・年齢・学年・学校名・住所・電話
番号を明記のうえ、社会教育課に申し込みく
ださい。なお、申し込みの締め切りを12月24
日としますが、当日の受け付けも可能です。
○問い合わせ・申し込み先：
〒020―0192　滝沢村鵜飼字中鵜飼５５
村教育委員会　社会教育課　生涯スポーツ担当
TEL　６８４―２１１１（内線３４７）
FAX　６８４―２１２６

11月23日、村総合公園体育館において、
第18回全国スポーツ・レクリエーション祭
のリハーサル大会として、第28回岩手県市
町村対抗バドミントン選手権大会が行われ
ました。
滝沢村をはじめ県内11市町村から約250人
の選手の皆さんが参加し、男女それぞれ、
中学生、高校生、青年、成年のダブルス及
び青年シングルスの５部門のチーム戦で、
白熱した試合が繰り広げられました。
なお、来年10月２日～４日に行われる第
18回全国スポーツ・レクリエーション祭年
齢別バドミントン競技は、全50チーム450人
の選手の皆さんを全国の各都道府県及び韓
国からお迎えし、同じく村総合公園体育館
で開催されます。

○期間　12月初旬～3月下旬までの毎週水・日曜日
○時間　午前10時半～正午と、午後2時～3時半の

1日2回
○場所　村総合公園体育館トレーニング室
○対象　高校生以上の方
○定員　各回５人（先着順）
○申し込み・問い合わせ
　村総合公園体育館（1687-3311）に電話でご予
約下さい。なお、毎週木曜日の初心者講習は、
通常どおり行っています。

みんなでスポーツを楽しみましょう（キンボールのようす）

vvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv

村内体育施設休館日のお知らせ

年末年始の12月29日（水）から１月
３日（月）までの６日間は、村内の体育
施設は休館となります。
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ギ
タ
ー
っ
て
ど
う
持
つ
の
？
ア
コ

ギ
っ
て
何
？
　
そ
ん
な
超
初
心
者
で

も
安
心
し
て
学
べ
る
ギ
タ
ー
入
門

書
。
ギ
タ
ー
を
弾
く
楽
し
さ
を
味
わ

え
る
よ
う
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

一
人
暮
ら
し
の
地
震
対
策
ハ

　
ン
ド
ブ
ッ
ク

志
田
　
雅
洋

も
し
、
今
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
…

あ
な
た
の
身
の
回
り
は
安
全
で
す

か
。
著
者
の
経
験
や
取
材
で
得
た
情

報
を
元
に
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
若
者
を
対
象
に
書
か
れ
た
地
震
対

策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
。

「
わ
た
し
の
す
き
な
本
」展
の
御
礼

皆
様
か
ら
六
一
件
の「
わ
た
し
の

す
き
な
本
」の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
十
月
二
十

七
日
か
ら
十
一
月
九
日
ま
で「
わ
た

し
の
す
き
な
本
」展
を
開
催
し
、
二

○
○
四
読
書
週
間
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
ず
ら
ち
ゃ
ん
の
か
く
れ
ん
ぼ

き
も
と
　
も
も
こ

う
ず
ら
ち
ゃ
ん
と
ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

が
か
く
れ
ん
ぼ
を
始
め
ま
し
た
。
色

と
形
を
上
手
に
使
っ
て
、
花
に
隠
れ

た
り
、
ひ
ょ
う
た
ん
に
隠
れ
た
り
…

　
う
ず
ら
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い

か
く
れ
ん
ぼ
が
で
き
る
絵
本
。

ガ
ン
バ
レ
！
盲
目
の
イ
ヌ
太
郎

角
谷
　
智
恵
子

生
き
て
い
る
っ
て
す
て
き
だ
ね
。

僕
た
ち
仲
良
し
に
な
れ
た
も
の
…
　

太
郎
は
、
目
が
見
え
な
い
と
い
う
ハ

ン
デ
ィ
を
負
い
な
が
ら
、
シ
ェ
パ
ー

ド
富
士
号
と
元
気
に
暮
ら
し
ま
し

た
。
や
さ
し
い
犬
た
ち
の
感
動
の
物

語
。は

じ
め
て
ア
コ
ギ
を
さ
わ
る
人

　
の
た
め
の
ギ
タ
ー
安
心
講
座

奥
秋
　
ユ
キ
エ
ダ

義
経
の
こ
と
が
マ
ン
ガ
で
三

時
間
で
わ
か
る
本津

田
　
太
愚

牛
若
誕
生
か
ら
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
伝

説
ま
で
、
言
い
伝
え
や
芝
居
な
ど
も

入
れ
て
た
ど
る
義
経
の
一
生
。

仕
事
に
使
え
る
２
ち
ゃ
ん
ね
る

中
井
　
紀
之

調
査
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係
者

に
向
け
て
、
２
ち
ゃ
ん
ね
る
の
情
報

を
仕
事
に
生
か
す
コ
ツ
を
紹
介
。

新

着

図

書 

書

　

　

　

　

名 

著
書
・
編
者 

困
っ
た
解
決
委
員
会 

林
　
豊 

Ｊ
Ａ
Ｆ
　
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
　
社 

別
冊
宝
島
編
集
部 

坂
本
　
勤 

坂
本
　
敏
夫 

久
保
田
　
競 

東
洋
ア
ド
シ
ス
テ
ム 

雄
鶏
社 

伊
藤
　
ま
さ
こ 

講
談
社 

主
婦
と
生
活
社 

北
海
道
新
聞
社 

実
業
之
日
本
社 

窪
田
　
守
弘 

櫻
井
　
優
魚 

森
福
　
都 

五
十
嵐
　
貴
久 

瀬
戸
　
環 

伊
藤
　
た
か
み 

高
樹
　
の
ぶ
子 

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
サ
イ
ス 

正
津
　
勉 

大
江
　
健
三
郎 

田
原
　
節
子 

た
む
ら
　
し
げ
る 

工
藤
　
ノ
リ
コ 

馬
場
　
悠
男 

木
暮
　
正
夫 

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
パ
ー
キ
ン
ス 

パ
ソ
コ
ン
Ｑ
＆
Ａ
ワ
ー
ド･

エ
ク
セ
ル･

デ
ジ
カ
メ
編 

お
参
り
し
た
い
神
社
百
社 

お
い
し
い
「
道
の
駅
」
の
お
み
や
げ 

皇
位
継
承
と
宮
内
庁 

タ
マ
ゴ
マ
ン
は
中
学
生
　
入
学
編 

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
刑
務
所
ラ
イ
フ
！ 

絶
対
脳
力
を
一
二
○
％
ひ
き
だ
す
大
人
の
ド
リ
ル 

岩
手
食
べ
歩
き
大
百
科
　 

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
小
も
の 

毎
日
が
こ
は
る
び
よ
り 

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
完
全
ガ
イ
ド 

小
さ
く
て
も
心
地
よ
い
庭
は
つ
く
れ
る
！ 

全
国
制
覇
駒
大
苫
小
牧 

日
本
の
ス
キ
ー
場
二
○
○
五 

映
画
で
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ 

僕
は
、
彼
ら
と
共
に
い
た
〜
僕
的
源
義
経
伝 

琥
珀
枕 

Ｆ
ａ
ｋ
ｅ 

む
か
し
、
み
ん
な
軍
国
少
年
だ
っ
た 

雪
の
華 

マ
イ
マ
イ
新
子 

ア
ヴ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
（
上
・
下
） 

人
は
な
ぜ
山
を
詠
う
の
か 

「
話
し
て
考
え
る
」
と
「
書
い
て
考
え
る
」 

遺
書
〜
笑
う
乳
が
ん
闘
病
記 

お
ば
け
の
コ
ン
サ
ー
ト 

寿
限
無
〜
声
に
だ
す
こ
と
ば
え
ほ
ん 

ま
ん
が
で
た
ど
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
本
人
は
る
か
な
旅 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
さ
ま
よ
う
霊 

オ
ニ
の
ぼ
う
や
が
っ
こ
う
へ
い
く 

こざん

問い合わせ   村立湖山図書館（役場裏村公民館内）　電話687－2222　
　　　　　　  インターネットホームページ url　http : // www.vill.takizawa.iwate.jp/section/kozan
　　　　　　  休館日　年末年始、館内整理期間　　　開館時間　午前9：00～午後5：00

今
月
の
本

図
書
館
が
い
ど

本
の
返
却
ポ
ス
ト
が
で
き
ま
し
た

公
民
館
の
玄
関
の
横
に
本
の
返
却

ポ
ス
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。
図
書
館

の
開
館
時
間
外
に
本
を
返
す
際
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
大
型
本
や

紙
芝
居
は
返
却
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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戸籍の窓 戸籍の窓 

 

 10／１～／１～10／31届け出分届け出分 
（敬称略）（敬称略） 

10／１～10／31届け出分 
（敬称略） 

篠　木 齊藤　トキワ 95歳
鵜飼西 菅原　和美 60歳

鎌田　サカヨ 87歳
加藤　正 92歳

元村南 種市　憲二 77歳
菊地　重　 65歳

元村中央 小野　末藏 88歳
黒沼　ミサ 75歳
三浦　ヨシ 84歳

法誓寺 佐藤　真由美 34歳
川　前 山本　マサ 46歳

岩渕　眞 57歳
長　根 藤井　則子 42歳

吉川　ヨリ 68歳

たまない　しょうた ちゃん

　この欄には、滝沢村役場に届け出され、
承諾が得られた方だけ掲載しています。

　　資源ごみにの日に出しましょう！　　資源ごみにの日に出しましょう！

出　生

　　　

（地区）　　　　　（氏名）　　　　 　（保護者）
大釜南 泉澤　想ここな 一行
　　　 工藤　穂乃佳ほのか 良幸
　　　 武田　羽那はな 匡平
　　　 　　柊哉とうや 淳史　　　　
篠　木 玉内　　太しょうた 大辰　
鵜飼南 伊藤　琉りゅう 幸太
　　　 伊藤　洲しゅう 幸太
　　　 角掛　蓮れん 謙
　　　 　西　未泉みみ 薫
鵜飼西 白戸　大喜たいき 大二郎
　　　 山内　日和ひより 伸一
　　　 山内　凪なぎ 伸一　
　　　 姉石　天花てんか 誠司　

佐々木　綾音あやね 裕也
　　　 小野寺　萌もえ 司
元村南 梅野　天斗たかと 展和

晴澤　一允かずまさ 清一
大和田　梨沙りさ 尚利
林野　恵理奈えりな 栄治
内村　楓かえで 正樹
上森合　真聖まさと 裕次

元村中央 本田　歩夢あゆむ 直也
金澤　佑月葉ゆづは 正明
藤原　春風はるか 秀樹

法誓寺 齊藤　楓太ふうた 章洋
藤村　文斗あやと 晃規

元村東 赤澤　舞まい 誠
あすみ野 長山　七海ななみ 晃祥
川　前 上関　勇駕ゆうが 秀幸

藤澤　優妃ゆうひ 晶和
巣　子 小野寺　悠真ゆうま 健一

田村　乃彩のあ 竜太
山田　美沙希みさき 牧生
畠山　　子りこ 大樹

南巣子 柳村　響ひびき 禅　　　　　
長　根 　橋　洸矢こうや 浩敬

橋本　愛花あいか 昌使
北一本木 佐々木　雄太ゆうた 淳

伊藤　眞しん 巧
柳　沢 串原　恋れん 史隆

す
　
こ
　
や
　
か
　
に

滝　　　沢
ニュータウン

月　日 時　間 開催場所 対象（地域など） 参考（自治会） 

１月10日（月） 午前10時 
～正午 

村公民館 
（ホール） 

鵜飼、姥屋敷 

鵜飼南、鵜飼西
、鵜飼温泉、滝
沢ニュータウン
、姥屋敷 

１月10日（月） 午後２時 
～４時 

村公民館 
（ホール） 

村内全域の 
女性を対象 

※対象者は、女
性に限ります。 

１月15日（土） 午前10時 
～正午 

村多目的研修 
センター 
（研修室） 

小岩井、大釜、
篠木、大沢 

小岩井、大釜上
、大釜南、篠木
、大沢 

１月15日（土） 
午後２時 
～４時 

滝沢ふるさと交流館
（学習室） 元村 

元村南、国分、
元村中央、法誓
寺、元村東、元
村西、元村北、
あすみ野 

１月16日（日） 午前10時 
～正午 

村北部コミュニ 
ティセンター 
（談話室） 

柳沢、一本木 

柳沢、南一本木
、いずみ巣子ニ
ュータウン、北
一本木 

１月16日（日） 
午後２時 
～４時 

滝沢勤労青少年 
ホーム（和室） 

巣子、長根、 
川前 

巣子、南巣子、
長根、川前 

・お住まいの地域に関係なく、それ以外の場所に参加してもかまいません。 
　ただし１月10日午後開催の懇談会は、村内にお住まいの女性を対象としています。 

　村では、滝沢村をさらに住みよい村とするため、今後10年間のまちづくりのあり方を示す
総合計画を策定しています。
　今回の説明会では、10年後の地域社会の基本となる姿（基本姿勢）を中心として、住民の皆
さんと行政の対話による相互理解を深めていきたいと考えていますので、ぜひ皆さんの村政
懇談会への参加をお願いします。
■日　程　下の表の通り
■問い合わせ　経営企画部　経営企画課（内線397）

新しい総合計画をみんなで考える新しい総合計画をみんなで考える

　年末年始は次の通りですので、お間違えのないようによろしくお願いします。
◎ごみの収集
　年　末：12月30日（木）まで　　年　始：１月４日（火）から
※31日は、普通ごみに当たっている鵜飼地区（鵜飼南自治会、鵜飼西自治会、滝沢ニュー
タウン自治会、鵜飼温泉自治会）と川前地区（巣子自治会、南巣子自治会、川前自治会、長
根自治会）を収集します。清掃センターへの搬入は、30日まで受け付けます。
■問い合わせ　清掃センター（†688－2464）　
◎し尿くみ取り
　年　末：12月30日（木）まで　　年　始：１月５日（水）から
※ただし、年内のし尿くみ取りを希望する場合は12月15日（水）までに、下記業者に依頼を
済ませてください。年末は特に込み合いますので、早めに予約しましょう。
・し尿くみ取り業者　
　文化企業（株）（†0120－59－3210または†659－3210）
■問い合わせ　環境産業部　環境課（内線273～276）　

や
す
ら
か
に

（地区）　　　　　（氏名）　　　　　 　（年齢）
死　亡

滝　　　沢
ニュータウン
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s開催日
　１月７日（金）、14（金）、21（金）
※３回が１コースになります。
s開催時間
　いずれも午後１時から３時半まで。
s場　所
　高齢者のための筋力強化施設「はつらつ
元気館」（村老人福祉センター隣）
s募集人員　10人
s対　象
　60歳以上の方（医師により運動制限をさ
れている方や運動に支障がある方は対象
となりません）
s問い合わせ
　参加を希望する方は、12月24日（金）ま
でに、村基幹型在宅介護支援センター
（†684－2247）にお申し込みください。

高齢者向け筋力強化の
　初心者講習会のご案内

工業統計調査のために
　村の調査員が伺います

　経済産業省では、工業統計調査を16年
12月31日現在で実施します。この調査
は、全国の製造業を営む事業所を対象に
１年間の生産活動など実態を調査するも
のです。
　今月から村の統計調査員がお伺いしま
すので、調査票の記入、提出にご協力く
ださい。　
s問い合わせ
　経営企画部広報情報課（内線325、326）

小学生と一般が対象の
　スキー教室開催します

s主　催　滝沢村スキー協会
s開催日　
　12月26日（日）、１月９日（日）、１月23
日（日）の３日間
※１回または２回の参加も可能です。
s場　所　
　網張スキー場（現地集合、現地解散）　
s対象・定員　
　小学生（初心者・初級者）・40人
　一般（初心者歓迎）・20人

10月

交通事故発生状況（　）内は1月からの累計

○交通事故
　人身事故　　　 　16件（224件）
　物損事故　　      91件（994件）　
　死　　者　　　  ０人 （３人） 　
　負　傷　者　　　  23人（285人）

○飲酒運転検挙者 　 ８人　（74人）

火災・救急出動状況（　）内は1月からの累計

○火　災
　建物火災　　　　０件  （6件）
　建物以外の火災　１件  （4件）　
○救　急
　出動回数　       83件（922件）
　搬送人員　       86人（912人）

平成16年 10月 30日現在

　　（　）内は先月比

　男   26,106人　（+50）    出生 46人

　女   26,547人　（+19）　 死亡 21人

　計   52,653人　（+69）    転入188人
世帯数19,024世帯（+33）　 転出143人

人のうごき

　盛岡都市圏の渋滞緩和・環境改善を目
的に東北自動車の料金を区間限定、期間
限定で割引する社会実験が終了します。
s実験終了日時　12月17日（金）　24時
s対象区間
　東北自動車道盛岡南ＩＣ～滝沢ＩＣ
※ほかの区間を含む利用は対象になりま
せん。
s問い合わせ
　岩手県東北自動車社会実験協議会事務
局（国土交通省岩手河川国道事務所調査第
二課内　†654－5096）
※12月18日（土）以降は、通常料金に戻り
ますのでご注意ください。

東北自動車道料金割引
　社会実験が終了します

○障害者控除
　身体障害者手帳などをお持ちでない方でも、所得税や村県民税の障害者控除を受けられる
場合があります。介護保険の要介護認定を受けている65歳以上の方で、申請により村が定め
る認定基準に該当する方には「障害者控除対象者認定書」を発行します。
　なお昨年までは要介護認定を受けている方で、村の基準に該当すると思われる方には、障
害者控除対象者認定申請書を送付しておりましたが、ことしからこの申請書を送付いたしま
せんので、個別に申請手続きを行ってください。
○おむつ代の医療費控除
　おむつ代を医療費控除の対象にするには、医師が発行する「おむつ使用証明書」と支出した
おむつ代の領収書が必要です。ただし要介護認定を受けている方で、次の①と②の両方に該
当する場合は、従来の「おむつ使用証明書」に代えて、申請により介護保険課で発行する「主
治医意見書内容確認書」と支出したおむつ代の領収書で、控除を受けることができます。
①おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以降であること。
②介護保険の要介護認定の際に用いる主治医意見書（おむつを利用した平成１６年に作成さ
れたもの）により、寝たきりで尿失禁の状態であることが確認できること。
なお、どちらかに当てはまらない場合は、従来どおり医師から「おむつ使用証明書」を発行し
てもらうこととなります。
■申請先・問い合わせ　健康福祉部　介護保険課（内線134、135）

・小岩井公民館

・姥屋敷多目的研修センター

・川前地区コミュニティ

　消防センター

◆臨時納付窓口の開設

10：00～11：00

13：00～14：00

15：00～16：00

◆役場各出張所窓口でも納付
　できます
・東部、北部出張所 8：30～17：15

◆平日の水曜日は窓口を延長
　しています
・役場・東部出張所 8：30～19：00

12月27日（月）

税金の納期限　 12月27日

村 県 民 税 ４ 期
国民健康保険税６期
介護保険料1 2 月分

※親子の参加も大歓迎です
s参加料　
　１回700円（３回で2,000円、保険加入と
リフト代は各自でお願いします）
s申し込み・問い合わせ　
　12月17日（金）までに村総合公園体育館
（†687－3311）に電話で申し込みくださ
い。

保険料の納期限 １月４日
　口座振替をご利用の方は、税金
は12月27日、保険料は１月４日が
振替日となりますので、残高確認
をお願いします。



（24）滝沢村は「核兵器廃絶希求の村」を宣言しています

■
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
で「
監
督
賞
」

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
写
真
は
、
司

会
の
山
本
監
督
に

お
願
い
し
て
撮
ら

せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。
写
真
を
撮
る
技
術
が
ま
だ

ま
だ
の
わ
た
し
で
す
が
、
何
と
か
笑
顔

で
と
言
っ
て
取
材
し
て
い
る
の
に
、
カ

メ
ラ
を
向
け
ら
れ
、
ぎ
こ
ち
な
い
笑
顔

の
わ
た
し
が
い
ま
し
た
。
普
段
笑
顔
で

取
材
に
応
じ
て
く
れ
る
皆
さ
ん
に
あ
ら

た
め
て
感
謝
で
す
。
　
　
　
　（
高
橋
）

■
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
取
材

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
や
エ
ク

ア
ド
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
メ
キ
シ
コ
な

ど
、
少
し
ず
つ
で
す
が
い
ろ
い
ろ
な
国

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
国
の
刻
ん
で
き
た
歴
史
や
風

土
に
よ
っ
て
文
化
は
全
く
違
う
も
の
で

す
が
、
試
食
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
世
界

の
料
理
は
ど
れ
も
同
じ
く
ら
い
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
竹

と
ん
ぼ
や
け
ん
玉
な
ど
の
日
本
の
昔
な

が
ら
の
遊
び
が
大
盛
況
で
し
た
。
異
国

の
文
化
を
学
び
国
際
交
流
を
す
る
こ
と

も
、
日
本
の
昔
な
が
ら
の
伝
統
や
文
化

を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
も
、
ど
ち
ら

も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
谷
藤
）

広
報
た
き
ざ
わ
は
毎
月
5
日
と
15
日（
お
知
ら
せ
版
）発
行
で
す

（
再
生
紙
使
用
）

　　朝日とレタスの育ち具合が、うまくマッチして
いるときに撮影したいと思い、何度かこの場所に通
いました。岩手山に向ってレタスが元気に育ってい
様子がうまく表現できたかなと思っています。

　　　　　「山に向って」　上野　通三さん（柳沢）

　　　　第10回滝沢村観光写真コンクール入賞作品（原画はカラー）
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